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兵庫県環境部
はSDGsに取り組んでいます
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Ⅰ 兵庫県環境基本計画の見直し
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ひょうごビジョン 2050 

第６次兵庫県環境基本計画(案) 

 
兵庫県地球温暖化対策推進計画 

 
鳥獣保護管理事業計画 

 
新ひょうごの森づくり 

 
災害に強い森づくり 

 
兵庫県バイオマス活用推進計画 

 
兵庫県自動車ＮＯｘ・ＰＭ総量削減計画 

 
兵庫県栄養塩類管理計画 

 
環境率先行動計画 

 
生物多様性ひょうご戦略 

 
兵庫県資源循環推進計画 

 
兵庫県分別収集促進計画 

 
瀬戸内海の環境の保全に関する兵庫県計画 

環境基本計画を実現するための個別計画 

 
化学的酸素要求量、窒素及び燐に係る総量削減計画 

2050年に社会の中心を担う将来世代の意見を取り込みながら

計画案を検討する必要

「ひょうご環境未来会議」を開催

兵庫県環境基本計画

➢「ひょうごビジョン2050」実現をめざす環境分野の基本計画

➢兵庫県環境保全条例第６条に基づく基本計画

➢現行計画（第５次）は平成31年に策定

➢社会情勢や環境課題の変化、個別計画の改定状況などに対応するため、現行計画を改定予定

（改定後の計画期間：2050年頃を展望しつつ、2030年度までの６年間）

社会情勢や環境課題の変化 個別計画の改定

気候危機、脱炭素

非化石エネルギー

生物多様性の損失

脱プラスチック

経済・社会システムの転換 等

兵庫県地球温暖化対策推進計画(R4.3)

兵庫県栄養塩類管理計画(R4.10) 

瀬戸内海の環境保全に関する兵庫県計画(R5.11)

兵庫県資源循環推進計画(R6.1)

生物多様性ひょうご戦略(改定予定) 等
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Ⅱ ひょうご環境未来会議 概要 2
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Ⅱ ひょうご環境未来会議 概要 3
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高校生

43人

大学生

6人

社会人

18人

内訳（属性）

(公財)地球環境戦略研究機関(IGES)関西研究センター、大阪大学大学院工学研究科 原圭史郎教授(学術指導)

脱炭素

5ｸﾞﾙｰﾌﾟ

自然共生

6ｸﾞﾙｰﾌﾟ

資源循環

3ｸﾞﾙｰﾌﾟ

グループディスカッションの
メインテーマ

学生を中心に、

15歳～61歳までの計67名が参加

協 力

Ⅲ ひょうご環境未来会議 実施内容 4

参加者 プログラム
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グループワーク

Ⅲ ひょうご環境未来会議 実施内容 5

ワーク１

2050年のあるべき姿とそれに向けた課題と対策

案を自由に意見交換

ワーク２

「仮想将来世代」として、2050年

の社会像を描く

ワーク３

「仮想将来世代」の視点で、

施策・具体的なアクションを考える

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
デ
ザ
イ
ン

３つのテーマに分かれてディスカッション
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会議の様子

Ⅲ ひょうご環境未来会議 実施内容 6

レクチャー

意見交換

発 表
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➢ 長期的な視点から、人材育成や意識改革、技術開発などに強く着目した意見が多く出た

➢ 「脱炭素」「自然共生」「資源循環」の相互の関連性を意識した議論が展開された

Ⅲ ひょうご環境未来会議 実施内容 7

議論の特徴

主な意見（提言）

脱炭素 資源循環自然共生

• 脱炭素の取り組みを「がまん」ではなく「自

分ごと」や「生活の一部」にする★

• 地域だけでなく、企業・学校の単位で脱炭素

に取り組む

• 研究・技術開発への積極投資、

研究者の待遇改善

• 企業のCO2排出量開示の義務化

• ビル屋上の里山環境など、都会に生き物

の棲みかを増やす

• 生活財を自然の素材を活用したものに見

直す

• ジビエのPETフードへの活用、給食･学食･社

食へのジビエ料理の導入★

• ドローンやセンサーを活用した野生動物

の生息数・生息域の把握★

• リペアの衣服が個性的で格好いいという意識

変革やリペア方法の学習により、リペアの衣

服を普及させる★

• 新品の代金や廃棄物の処理費も高くすること

で、物を大切に使うようにする

• 企業におけるごみのリサイクル割合の基準を

作る

• 自動分別する(入れたくなる)ごみ箱開発

全 般

• 義務教育から段階的に「地球環境」を必須科目に組み込む

• 民間企業や学校、地域住民などの連携を促進する★

• 環境への貢献度で企業を評価する仕組みをつくる

• ノーベル環境賞を創設する

• 自分ごととして考えることができた

• 行政に直接思いを伝えられた

• 関心のない人にもこうした取組を知ってもらことが大事

• 意見を具体的な施策につなげてほしい

参加者の声

未来会議の提言は「第６
次兵庫県環境基本計画」
に、左マークを付して反
映予定


